
新型コロナウイルス感染症について
全国夜間保育園連盟の会員園の現状について、お訊ねします。

38 か園回答現在

開園の状況 38
通常開園（自粛等の要請なし） 8 21.1%
園から保護者へ登園自粛依頼 21 55.3%
行政から保護者へ登園自粛依頼 31 81.6%
完全休園 0 0.0%
その他 1 2.6%
その他：原則休園で必要な方（医療従事者等）のみ保育

開園時間 37
通常開園 29 78.4%
延⻑保育を短縮 7 18.9%
基本保育時間を短縮 2 5.4%
特定曜日を閉園 0 0.0%
完全休園 0 0.0%
その他 5 13.5%

その他：必要保育時間のアンケートを取り、日によって延⻑保育を短縮している
その他：延⻑保育や慣らし保育の自粛を依頼
その他：朝型延⻑保育は、通常どおり実施しているが、夜は、21時までに短縮している。

出席状況 38
通常通り 2 5.3%
職場は休業していても登園多い 1 2.6%
職場の休業等に伴う欠席が多い 20 52.6%
自粛要請しても登園多い 6 15.8%
自粛要請による欠席が多い 20 52.6%
育産休家庭は欠席している 11 28.9%
原則休園だが、登園多い 0 0.0%
原則休園だが、状況に応じて受け入れしている 1 2.6%
その他 1 2.6%

欠席に伴う運営に係る補助金等の状況 38
給付費は欠席者分も含めて満額支払われる予定 24 63.2%

その他：通常開園しているが保護者より夜間の移動が心配な方、仕事の時間短縮・休業等で19時以
降の預かり希望がない状態。
その他：延⻑保育を短縮して職員の出勤や外出を減らしたいが、夜間の接客を伴う飲⾷業が未だに
予約制などにより開いているため、少ないが通常通りの時間まで開所をしている。

その他：県内での感染者が多くないためか、市内の企業は通常通り営業しているところが多く、登
園数もあまり減らない。



給付費は欠席者分は日割りで減額して支払われる予定 3 7.9%
給付費についての説明はない 11 28.9%
給付費に加算される項目は満額支払われる予定 4 10.5%
給付費に加算される項目によっては減少する可能性がある 0 0.0%
給付費に加算される項目についての説明はない 10 26.3%
特別保育事業（延⻑保育、休日保育、⼀時保育）補助金は実績払いで支払わ
れる予定

5 13.2%

特別保育事業（延⻑保育、休日保育、⼀時保育）補助金についての説明はな
い

14 36.8%

その他 2 5.3%

その他：まだ分からない。

休園した場合の保護者の費用負担について 36
返金しない 0 0.0%
保育料を返金する（返金分は行政が補填） 32 88.9%
保育料を返金する（返金分は園が補填） 1 2.8%
給⾷費を返金する（返金分は行政が補填） 5 13.9%
給⾷費を返金する（返金分は園が補填） 12 33.3%
⽉極延⻑保育料を返金する（返金分は行政が補填） 2 5.6%
⽉極延⻑保育料を返金する（返金分は園が補填） 11 30.6%
その他 6 16.7%
その他：保護者負担金については検討中
その他：保育料、給⾷費は日割り計算してから請求する。
その他：現在休園していないため、未定である。
その他：休園のケースがなく、対応策については不明です。
その他：給⾷費については検討中

新型コロナウイルス感染症に関する緊急対応策（第2弾）助成金について 35
助成金を受けた 21 60.0%
知っていたが必要なかったので助成を受けなかった 0 0.0%
知っていたが準備が出来ず助成を受けられなかった 3 8.6%
知っていたが自治体が助成を受け付けなかった 1 2.9%
助成の期日を過ぎてから知った 2 5.7%
この設問の緊急対応策について全く知らなかった 8 22.9%

新型コロナウイルス感染症に関連することで、ご意見等がありましたらお聞かせください。

その他：夜の延⻑保育利用者が激減したが、⼀⼈でもいたら深夜まで開所しているため、延⻑保育
の補助金が実績払いの場合、赤字になる可能性があり心配している

アルコールとマスクが欲しいです。後、夜の利用者が減っており、園児がちゃんと⾷事を取れてい
るかなど、⾷事面等の不安はある。
園と保護者とのコロナに対する危機意識が乖離している。



助成金は、大阪市からのお知らせがなかったので受けていない。

給⾷費や⽉極延⻑保育料を日割りで保護者に返金する予定です。⼦どもの利用率は６〜７割のた
め、職員も6割支給という形で1日1⼈程度休んでもらっているのが現状です。

行政より、今年度も実施するときいたので、そこで申請したいと考えている。（予定している）

強制力がない行政からの保護者への通知文が毎日のようにメールで送ってこられて、配布等の対応
の方が大変です。早い終息を望むために、短期間でももう少し強制的に取り組まないといけないと
思います。

医療、福祉（介護、保育、障がい）教員等はほとんど休めていない。また自粛要請の対象にならな
かった自営業（美容系）は悩みつつも営業を続けておりその⼦どもたちは通園している。保育園で
の3密環境は困難であり、職員が⼀日に何回も消毒に追われている。政府が保障すれば迷わず休む
保護者がたくさんいる。
上記の設問に関してですが、具体的にどういった助成であったか教えて頂けたら幸いです。 よろし
くお願いいたします。
延⻑保育や休日保育など、実績払いの事業の補助金が大幅に減額になるのではないか。運営の不安
定化が心配。マスク、消毒薬、体温計だけでなく、消毒薬を入れるスプレーさえも手に入らない。
外出制限が緩く、企業は1時間程度の時短をする程度。夜の繁華街はめっきり減ったが、完全予約
制など３密を避けた営業を続けており、夜間の自粛は難しい。

夜間保育利用の保護者は、大阪・兵庫や滋賀など公共交通機関を使って通勤されている方が多く、
いつコロナウイルスが持ち込まれても仕方がない状態でヒヤヒヤしています。

コロナでの特別休暇の日数と取得時期。パート職員に対する具体的な待遇。在宅ワークの具体的な
内容。各助成金を活用されていますか。
医療体制が整うまでは⻑期戦となる覚悟です。

５⽉７日以降が今のところどうなるか読めないので予定している行事を中止すればよいか判断に苦
慮している。

新型コロナウイルスが⼀日も早く終息することを祈るばかりです。

・昼型保育園は職員を2グループに分けて出勤対策をしているが、夜間は2グループに分けられな
い。いつまで続くのかわからない状況で不安である。
・登園している保護者は電車やバス通勤者（東京・横浜方面）なので感染リスクがあり心配であ
る。
・病院勤務や⾷品関係・保育園で働く保護者がいて感染するかもと不安気であり、それをさせる当
園の保育士達も不安が強まっている。


